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１ ドクターバンク及びショートサポートバンクについて

職業安定法に基づく秋田県医師無料職業紹介所（ドクターバンク）を設置し、県内の病院又は診療所で

の勤務若しくは産業医としての勤務を希望する医師に対し就職先の斡旋、紹介等を行う。

ドクターバンク（常勤・非常勤）のほか、勤務医の学会出張やリフレッシュ休暇等のために必要となる

数日間の代替診療等に対応するため、１日単位での求人・求職を受け付ける「ドクターショートサポー

トバンク」を設置し、診療支援に関する斡旋・紹介を行うことにより、県内病院勤務医等の負担軽減を

図る。

２ ドクターバンクとショートサポートバンクとの違い

項 目 ドクターバンク(H18～) ドクターショートサポートバンク(H21～)

就業形態 常勤又は非常勤 １日単位での診療支援

求職医師

継続・反復的な勤務
→本県にゆかり（本人出身、親族出身、勤務経
験）のある医師

ワンポイントでの診療支援
→希望する（対応できる）すべての医師

求職登録医師
の情報収集

関係者等を通じて「特定個人」の医師の情報を収
集し、「個別」に求職登録を呼びかけ 県内外の医師に、「広く」求職登録を呼びかけ

求人医療機関 継続・反復的な勤務
→雇用条件の細かな設定が必要

ワンポイントでの診療支援
→１日当たりの報酬額等の設定

（求人登録が比較的容易）



ドクターバンク登録状況（R６）

○求職登録中（６件） ※条件の見合う求人病院待ち

１．首都圏在住女性医師 ４０代（産婦人科）

２．岩手県在住男性医師 ４０代（麻酔科）

３．首都圏在住男性医師 ６０代（精神科）

４．北海道在住男性医師 ４０代（神経内科、内科）

５．県内在住男性医師 ４０代（嘱託産業医）

６．県内在住男性医師 ６０代（泌尿器科・腎臓内科）

○求人医療機関

５３医療機関 ２１５人

○斡旋成立（16件）

１．県央病院 ６０代（内科）→H20

２．県央病院 ４０代（内科）→H21

３．県央病院 ４０代（外科）→H21

４．県南病院 ４０代（小児科）→H21

５．県央病院 ５０代（内科）→H22

６．県南病院 ３０代（眼科）→H23

７. 県南病院 ５０代（眼科）→H26

８. 県南病院 ５０代（内科）→H27

９. 県央病院 ３０代（消化器内科）→H28

10. 県央病院 ５０代（呼吸器内科）→H29

11. 県南病院 ５０代（精神科）→H29

12. 県央病院 ４０代（外科）→H30

13．県央病院 ３０代（呼吸器内科）→R3

14．県央病院 ３０代（消化器内科）→R3

15. 県央診療所 ４０代（消化器内科）→R4

16. 県央病院 ７０代（内科）→R6



ショートサポート登録状況（R６）

○斡旋成立（６件）

１．首都圏在住男性医師 ４０代（循環器科）→H21

２．県内在住女性医師 ３０代（産婦人科）→H26

３．首都圏在住男性医師 ５０代（麻酔科）→H28

４．県内在住男性医師 ５０代（内科・外科）→H29

５．首都圏在住男性医師 ２０代（総合診療科）→H31 ※R3.4～常勤医に

６．県内在住女性医師 ３０代（内科）→R1

○求職登録中（１件） ※条件の見合う求人病院待ち

首都圏在住男性医師 ５０代（脳神経内科、内科）



秋田県医師会の
次世代医師支援活動



「男女共同参画委員会」から
「次世代医師サポート委員会」へ

性別にとらわれず多様性を尊重した
次世代医師のキャリア形成と活躍をサポート







令和6年度
サポート窓口相談件数

令和6年 令和7年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

保育 2 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4

勤務環
境 1 1 2 1 0 0 1 0 0 1 1 0 8

キャリ
ア 1 2 0 1 11 1 1 2 0 0 1 4 24

再就職
支援 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計38件の相談対応・支援を行いました



イクボスセミナー

管理職・指導医に対する男女共同参画推進事業
県医師会勤務医部会との合同開催

2016年に、秋田県医師会・あきた医師総合支援センター共催で
イクボスセミナー開催、イクボス宣言を行いました。

全国初の県医師会・医学部・大学病院開催・宣言でした。



コロナ禍を経て、第二回目

イクボスセミナー・イクボス
宣言を行いました。

管理職・指導医に対する

子育て医師支援・組織改革
支援を大切にしています。

７年振り！



基調講演
ファザーリング・ジャパン代表理事 安藤 哲也氏
「誰しもが働きやすい職場づくり〜鍵はイクボスによる心理的安全性」

イクボス宣言を行いました！

秋田大学附属病院
病院長・看護部長秋田県医師会

小泉会長

秋田県医師会
遠藤前常任理事

秋田県医師会
吉原副会長



病院訪問



コロナ禍においても

オンラインを活用し
継続して活動を行
いました。





市立横手病院

参加者の声

・若い医師たちに臨床の現場から離れ
てほしくないので、育休中でも多様な
働き方ができればよい。

・現在妊娠中だが上司やまわりに支え
られている。サポート窓口などの制度
があることを今回知れただけでも安心
できた。

・結婚・妊娠はまだ具体的に考えてい
ないが、今後悩んだら日医のハンド
ブックを活用したい。



雄勝中央病院

参加者の声

・現状の体制で育休を取得することは
無理だと感じる。現実味を持って育休
をとることを考えたことがなかった。

・キャリアアップを考えると臨床から
離れる怖さがあり、もし育休をとると
しても2～3週間くらいが妥当ではない
か。

・地域枠医師について、高校生等に詳
しく周知する場があればよいと思う。
高校の進路指導の先生に周知すること
も検討してはどうか。



医学生・研修医をサポートする会

次世代医師に対するキャリア支援活動



令和５年度

キャリア形成のヒント
〜医師として働き続けるために〜

漆畑 宗介先生
「男性医師が育休を取って感じたこと」

総合診療医として地域に根ざし、湖東厚生病院勤務医でありながら、
コミュニティーに根ざす医療を実践中！

産後パパ育休について 出産から退院後、育休中の出来事を詳細に

説明いただいた。

関川 綾乃先生
「わが道をゆく」

秋田赤十字病院麻酔科医として勤務された後、秋田大学麻酔科で
活躍中。小児麻酔に関する教育活動を展開中！

人生の目標を40歳に設定し、それまでに歩んできた道をお話いただ

いた。



丹治 純子 秋田県理事
「秋田県における男女共同参画の取組について」
秋田県男女共同参画推進計画に基づく取組方針や、ライフステージに合わせ

ての働き方の変化等について ご講演いただいた。

佐々木 美穂 先生
「ツーオペ育児のすすめ」
医師としてのキャリア形成と自分のライフプランを考え、夫婦で話し合い、様々

な制度を知って利用することの大切さを、自身の経験を交えて詳細にお話しいた
だいた。

渡部 健 先生

「絶望から希望へ－総合診療未開の地で地域枠医師が総合診療医に
なってみた－」

地域枠で入学した大学から、研修の中で総合診療医として地元の医療を支え
たいと考えるまでの歩みを、キャリアとともにご紹介いただいた。

令和６年度

地域枠医師を経験して
～多様な働き方のヒント～



将来像を考える
きっかけになった。

入学時のモチベーションの高
い時期を経て、将来について
考え始めたところだったが、
地域枠の働き方についての
情報は乏しく、参加できてよ

かった。

先輩医師の日常・キャリア
形成や実地で地域研修する
ことの実際に触れる貴重な

機会だった。



秋田県医師会・次世代医師サポート委員会では、
あきた医師総合支援センターと協力して様々な活動を行っています。
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